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・と き  ９月１２日（金）１０：００～１２：００ 

・ところ  松永交流館 第 2会議室（西部市民センター３階）  

・講 師  木村 直昭さん（ププレひまわり薬局福山グラン松永店） 

・内 容  睡眠についてのお話と、血液のサラサラ、ドロドロがわかる 

血流測定もあります 

・定 員  １６人（定員になり次第締め切ります） 

・申込み  松永交流館 ℡084-933-4864 へ。 

９月５日（金）から受け付けます。  

 

                    

 

 

 

  

 

 

 

 

                    

 

講師 藤井 和幸さん  

 松永交流館のホーム

ページで、『交流館だ

より』をご覧になれ

ます。 

 

地域との協働事業 

講座終了後は、個別相談や参加者のみなさんとおしゃべりしながら、 

カフェタイムを楽しみましょう。 

 

 

 

 

関心の高い講座で、多数の申込みをいただきました。 

墓じまいを考えるきっかけになりました。 

講演の後は、個

別に相談をした

り、コーヒーを

飲みながら参加

者のみなさんと

おしゃべり。 

 

に高齢期を元気で、自分らしく過ごすためのお話と、飲み

物をのみながらおしゃべりを楽しむ  おしゃべりカフェ 

に参加しませんか。 

＝社会教育活動事業＝ 

 



 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読まなくなった絵本 

を誰かに譲る、ﾍﾟｯﾄﾎﾞ     

ﾄﾙｷｬｯﾌﾟや牛乳パック・

新聞紙は再資源として

利用するため集めるな

ど、子どもの頃からＳＤ

Ｇｓに関心を持って取

り組んでいきたいです

ね。 

３４人の子どもたちと２８人の地域の人

が読まなくなった絵本や新聞紙などを持参

して、ゲームに参加しました。当日は、小学

生も含む６人のボランティアさんがお手伝

いしてくださいました。暑い中、ありがとう

ございました。 

 

DVD「おこりじぞう」 

を視聴。戦後８０年『平和』

を考える一日になりました。 

  その後みんなでクレープを

作りおいしくいただきまし

た。 

ビニール袋に小麦粉や

イースト、バターを入れて

ポンポン、コネコネ。発酵

させたパン生地は棒状に

切ってボウルの外側にく

るくる巻いて飾りをつけ

オーブンで焼くと、個性豊

かなパンカゴの出来上が

り！焼き上がりを待つ間

にミニパンも作りました。

部屋中がパンのいい香り

に包まれしあわせな気持

ちになりました。 

松永中学校科学部のみなさんが企画・運営した科学教室を開催。 

準備も進行もすべて中学生が担いました。まずはバスボム作りに 

挑戦。重曹とクエン酸を混ぜ、好きな色と香りを選び、水を加え 

オリジナルバスボムが完成。 

 

 

                      続いて、片栗粉と水を混ぜて風船に入れて 

                   ダイラタンシーボールを作りました。 

                   さわると液体？衝撃を与えると…？ 

主管：松永交流館 

プラスチック板に油性ペ

ンで絵をかいてオーブント

ースターで焼くと…。縮ん

でいくドキドキ感を楽しみ

ました。 

今年もいろいろな体験をしました！ 

水の量が難しいなあ  

（食べる？飾る？ぜーんぶパン！） 



 
 
 

７月６日（日）８:３０～ 松永中学校体育館において、ソフ 

トバレーボール大会が開催されました。 

６地域３５人の少ない参加でしたが、各試合とも第３セット 

までもつれる緊迫した試合になりました。終始なごやかなムー 

ドの中、他地域との交流も図れたよい大会でした。 
 

 

 

 

 

今年度の「地域別まちづくり交流会」は、地域を 3 ブロック    

（西町・南松永町・東町）に分け、７月２８日（月）を皮切り 

に西部市民センターで３会場実施しました。「一人ひとりが大切 

にされる 地域社会をめざして」をテーマに、ＤＶＤ「がんばっ 

てます！自主防災 地域の力で減災」を視聴し、共助を実現する 

ために自分たちができることや、顔の見える関係づくりについ 

て話し合いました。「大切なのは日頃からの地域のつながり」や 

「自治会活動や地域の行事への参加」などたくさんの貴重なご意見をいただきました。学習会の 

詳しい内容は後日、機関紙『住みよい松永』で報告します。 

昼間に行われた８月２日（土）の「全体交流会」では、竹廣陽子さ

ん（福山市社会福祉協議会）に「住み慣れた地域で暮らし続けるため

に」と題してお話をしていただきました。「“お互い様”“ほっとけな

いなぁ”の気持ちやちょっとした気にかける思いがかけ合わさること

で、安心して暮らせる地域づくりにつながります」と話されました。 

交流会開催にあたり、自治会長のみなさまにはお世話になりました。

大変厳しい暑さの中、参加された住民のみなさまに心からお礼を申し

あげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

主催：松永学区まちづくり推進委員会 主管：松永学区体育会 

 

 

 

👑優  勝：四・五丁目  準優勝：二丁目西  

第 3 位：一・四丁目 

まちづくり交流会を終えて 

写真 

ご寄附を募集しています 

＜問合せ＞ 多様性社会推進課（9/13 まで受付） 

    電話：084-928-1235 

福山空襲の記憶を 

映像で保存します 

専用サイトはこちらから→ 
（ふるさとチョイス） 

 戦後８０年の今年、福山市では福山空襲の体験談
を映像に保存する事業を実施します。 
 この事業を実現するため、クラウドファンディン
グでご寄附を募っています。いただいたご寄附は、 
ふるさと納税として扱われるため税控除の対象とな
ります（手続等を必ずご確認ください）。 
 皆さまのご支援が次世代への平和の 
バトンとなります。ぜひともご協力 
ください。 
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日 月 火 水 木 金 土 

                         

 １ ２ 
 

３ 
 

４ 
 

５ 
 

６ 
女：資源回収 
※まつぽっくり茶屋 

７ 
 

８ 
 

９ 
 

１０ 
 
 

１１ 
 
 

1２ 
交：おしゃべりカフェ 

１３ 
※まつぽっくり茶屋 

 
 
 

 

 

１４ 
 

１５ 
自：金婚式を祝う会 

１６ 
 

１７ 
 

１８ 
※ゆめくらぶ松永 

 
 
 

 

 

１９ 
 

青：夜間パトロール 

２０ 
※まつぽっくり茶屋 

 

２１ 
 

2２ 
 

 

 

２３ 
 

 

 

 

２４ 
 
 

２５ ２６ ２７ 
※まつぽっくり茶屋 

２８ 
体：グラウンドゴルフ大会 

２９ ３０  女：女性会  体：体育会 

交：交流館  自：自治会 

青：青少年育成員協議会      

秋の全国交通安全週間（９/２１～９/３０） 

今年も敬老の日が、近づいてまいりました。 

松永学区では、多数の方々（７７歳以上１，３３

６人）が、敬老の日を迎えられようとしています。

おめでとうございます。 

今年度の敬老会行事は実施しません。 

敬老対象者に該当される方には、ささやかではあ

りますが、ご長寿お祝いの記念品を郵送します。 

（９月初旬） 

ご理解の程よろしくお願いいたします。 

 ※まつぽっくり茶屋：【まちづくり】喫茶店風地域ふれあいサロン 

※ゆめくらぶ松永：【福祉を高める会】高齢者（概ね７５歳以上）の敬老サロン 

（〆切：９月３０日） 

・２リットル（水・お茶など） ・９００ｍｌ（アイスコーヒーなど） 

・５００ｍｌ又は６００ｍｌ   ・３５０ｍｌ 

学区内の行事予定です。 
詳しくは各団体等にお問合せください。 

 

松永交流館では、ペットボトルツリーの作成を計画しております。 

ペットボトルを松永交流館に持ってきてください。 

（洗ってお持ちください） 

 

 
《 集めたいペットボトル 》 


